
進路通信～未来への羅針盤（あすへのガイド） 

                                ７月７日 第３号 

3 年生の皆さん、そして保護者の皆様へ。 いよいよ 1 学期も終わりに近づき、7 月 9 日（木）からは進路懇談が始ま

ります。今回の進路通信は、懇談をより有意義なものにするための「心構え」と、勝負の夏休みに向けた大切なお知ら

せです。 

1.進路懇談に向けて〜ご家庭でのお願い〜 

今回の懇談の最大の目的は、「今の成績でどこに行けるか」を決めることではありません。「高校で何を学びたいか」「ど

んな自分になりたいか」という目標を共有し、そのために「これから何を頑張るか」を話し合う場です。 

 

• 【生徒の皆さんへ】  「数」」や「評定」だけを見て諦めるのではなく、まずは自分の「行きたい！」という気持

ちを言葉にしてみてください。 

• 【保護者の皆様へ】 ぜひ懇談の前に、お子様と「将来の希望」について会話をする時間を持っていただけたら

幸いです。目標が決まれば、そこから逆算して「夏休みにすべきこと」が明確になります。 

 

2. 「百聞は一見に如かず」！夏休みは実際に高校へ行こう 

先日提出してもらった第 1 回進路希望調査では、まだ志望校が漠然としている人も多かったと思います。次回（2 学期）

の調査では、より具体的な高校名を記入していくことになります。 

そこで、この夏休みに必ずやってほしいのが「実際の高校に足を運ぶこと」です。 

• パンフレットや Web サイトだけでは分からない 

「通学の道のり」「校舎の雰囲気」「在校生の表情」 

を自分の目で確かめてください。 

• 「この学校に通いたい！」という強い思いが、秋以 

降の厳しい受験勉強を乗り切る最大のエネルギーに 

なります。 

※多くの私立・公立高校でオープンキャンパスや説明会が開催されます。申し込みは各家庭で Web から行う形式が 

主流ですので、早めの情報収集と申し込みをお願いします。 

 

3. 夏休みの学習〜目標から逆算した計画を〜 

夏休みは、まとまった学習時間を確保できる最後のチャンスです。 

• 1・2 年生の復習を徹底的に： 入試問題の多くは 1・2 年生の学習内容 

から出題されます。苦手な単元を潰すのは、この夏が勝負です。 

• 学習習慣の維持： 学校がない日も、「毎日〇時間は机に向かう」という 

自分なりのルールを決め、生活リズムを崩さないようにしましょう。 

• 宿題は早めに終わらせる： 夏休みの宿題は、余裕を持って終わらせ、 

自分の受験勉強に時間を使えるように計画を立ててください。 

 

4. （お知らせ）奨学金・就学支援金について 

前号でもお伝えしましたが、進学にあたっての各種奨学金（大阪府育英会など）の予約採用の手続きは、主に 2 学期の

初めにご案内する予定です。 進学費用についてご不安がある場合は、懇談の際にも遠慮なく担任または進路担当までご

相談ください。 

皆さんの「未来への羅針盤」が、はっきりと自分の目指す方角を指し示す夏になるよう、応援しています！ 
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